        社会科単元指導案                          　　　　指導者  川瀬健一
１．分野・単元    大日本帝国の成立！（近代日本への旅立ち）
２．単元目標      （１）市民革命・産業革命によって強大となったヨーロッパ諸国が世界征服に乗り出してることをつかむ。
　　　　　　　　　（２）植民地化の危機の中で、「日本国」をどうつくるかが問われていたことをつかむ。

　　　　　　　　　（３）植民地にされないためにどうすべきかを考え、実際の歴史を学ぶ。
３．単元の指導観  1825年に定めた異国船打ち払い令を、1842年、幕府は突然廃止し、以後異国船が来航したときには水や食料を供給して帰ってもらうことと鎖国方針は堅持することを決定した。これはこの年に清帝国がイギリスとの戦争に負けたことに対応したものである。幕府は1825年以来続けて来た蘭学の知識によるヨーロッパ式の武装を充実すると共に、諸藩にも命じて海岸の防備を固めさせた。幕府はやがてアメリカ太平洋艦隊が来航し、開国要求をつきつけてくるという情報を、オランダを通じて1844年には入手していたのである。しかし1851年と1853年に来航したアメリカ艦隊の威容は幕府幹部の想像を越え、彼われの文明の力の差は歴然としていた。諸藩や朝廷の反対を無視して幕府が開国に踏み切った背景には、この力の差の認識がある。

　　　　　　　　　しかしこの決定は、国論を二分した。開国派と攘夷派である。どちらも植民地化に戦うということは共通していたが、開国してヨーロッパ文化を学ぶことの必要を認識していたかどうかの違いである。

　　　　　　　　　本単元では、日本をとりまく世界情勢と日本国内の情勢をつかんだ上で、上の課題について討論し、それを基礎に、明治維新・廃藩置県・自由民権・立憲体制の成立にいたる歴史の意味をつかませたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
江戸時代末の日本①

幕藩体制の腐敗
１大塩平八郎の乱の概要を知る。

２事件の背景に何があったのかを推理する。

３特権商人と癒着し、飢饉・米の買占めで苦しむ庶民を省みず、実務責任者の意見も聞かない、大名という存在が背景にあったことをつかむ。

２
江戸時代末の日本②

異国船を打ち払え！
１18世紀末から外国船の来航と開国要求があったことを知る。

２幕府はこの要求にどう答えたかを予想する。

３幕府は、開国拒否・蘭学の知識で武装して戦うと決め、この決定により、日本国内に急激に蘭学の知識が広がり、鉄砲の製造・大砲の製造・ヨーロッパ式工場の出現など、後の殖産興業のさきがけが行われたことをつかむ。

３
阿片戦争の衝撃


１日本人にとって中国とはどんな国かを考える。

２阿片戦争の経過とその結果を学び、中国が敗北した原因について考える。

３欧米が全世界を植民地にしつつある現実をつかむ。

４阿片戦争の結果が日本人にどんな影響を与えたかを考える。

４


ペリーの開国要求と国論の分裂


１ペリーが来航し、開国を要求したことを知り、この時幕府は諸大名に対応策を求めたことを知る。

２諸大名の対応は、３分し、「開国拒否・攘夷決行」派と「開国受け入れ・積極的通商」派とに対立し、その間に「戦争回避・武備増強」派がいたことをしる。

３自分がこの時代に生きていたらどちらの立場を取るかを考える。

５


君ならどうする、討論
１前時の各自の評価に基づき、それぞれがどの立場に立つのかを決める。

２各班で討論し、討論結果を発表する。

３討論結果を参考にして時代の性格と課題をまとめる。。

６


失敗した攘夷
１ペリー・ハリスの開国要求に対して幕府は朝廷の反対を無視して開国し、条約を結んだことを知る。

２この事態に対して攘夷派は天皇を擁して幕府をもまきこみ攘夷を決行したことを知る。

３攘夷派戦争に敗北したあと薩摩・長州の攘夷派がイギリスと貿易を始めた理由を考える。

７
①なぜヨーロッパは強大なのか①（市民革命）
１欧米を見学した日本人が「国民皆兵」の制度に驚いたことを知る

２、それが当時の日本のしくみとどこが違うかとなぜ国民皆兵なのかを考える。

３「国民皆兵」制の背後には封建制廃止の戦い（市民革命）や整備された学校制度があったことをつかむ。

８
なぜヨーロッパは強大なのか②（産業革命）
１欧米を見学した日本人が「機械制工場」に驚いたことを知る。

２それが当時の日本とどうちがうかとなぜ機械制工場なのかを考える。

３機械制工場の成立によって社会の変化を伴う改革（産業革命）があったことをつかむ。

９
なぜヨーロッパは強大なのか③（国民議会）
１欧米を見学した日本人が「国民議会」に驚いたことを知る。

２それが当時の日本とどうちがうかとなぜ国民議会なのかを考える。

３国民議会の背景には、封建制廃止の戦い（市民革命）があったことをつかむ。

10
「改革の実際」①

　廃藩置県と身分制の廃止
１欧米との戦争に負けた攘夷派は倒幕へと運動の方向を変え倒幕・藩と身分制の廃止に突き進んだことを知る。

２なぜ倒幕・藩と身分制の廃止が必要であったのかを考える。

３廃藩置県・身分制の廃止を基礎に税制軍制の改革・職業経済活動の自由・教育制度の改革・殖産興業策などが行われたことをつかむ。

11
「改革の実際」②

　士族反乱
１九州・中国の士族の一部が政府に反乱をおこしたことを知る。

２その人々はなぜこの行動を起こしたかを予想する。

３この反乱が広がらずに敗北した原因を考え、身分制の廃止・職業経済活動の自由などは、多くの武士にとって歓迎すべきことであったことをつかむ（学問のすすめ）

12
「改革の実際」③

　自由民権運動と立憲政体の成立
１民選議院設立建白が出るや農民や町人・武士の間に国会を開くことを要求する運動が広まったことを知る。

２この運動が農民や町人の間に広がった理由を考える。

３立憲政体の不可避を理解した政府によって憲法が制定され、国会も開かれたことをつかむ。

13
「改革の実際」④

　内なる差別と植民地
１明治維新の改革が人々にどのような可能性を与えたのかを考える。

２しかしこの可能姓を与えられず、むしろ生活の基盤を奪われた人々がいたことを知る。

３アイヌ・沖縄・被差別部落の人々にとって明治維新はなんであったのかをつかむ。

14
欧米の日本侵略はありえたのか？

　
１日本人が明治維新へと突き進んだ背景はなんだったかを考える。

２その背景には「欧米による日本征服」の恐れがあたことをつかむ。

３本当にその恐れがあったのかを当時の東アジア情勢をもとに、これを検証する。

15
明治維新はこれでよかったのか
１明治維新の改革の良いところ・悪いところをあげる。

２良いところ・悪いところの意味をつかむ。

３以上を踏まえて、自分は明治維新に賛成か否かを考える。

４班で討論し、その結果を発表する。

16
レポートまとめ


17
まとめ


５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立①「世直し大明神」

１．本時の目標　　①大塩平八郎の乱の概要をつかみ、その背景を推理する。

　　　　　　　　　②上の活動を通じて、幕藩体制の腐敗状況と人々の間に「世直し」への期待が膨らんでいたことをつかむ。

２．本時の指導観　　江戸時代後半、19世紀に入ると、享保以来の年貢増徴策の失敗を受けて、幕府首脳の関心は、社会の発展や安定をはかることよりも、自らの出世や利殖をはかることに集中した。そのため、うち続く飢饉に食料が値上がりし、それに加えて豪商による食糧の買占め・値段の吊り上げによって、庶民の間に餓死者が多数出て、各地に激しい一揆が起きてもなんら対策を取らないという所まで、幕藩体制の腐敗は進んでいた。このため実際に庶民と接する仕事をしていた下級の武士や村方役人の間には危機感が生じ、問題を解決できない幕府への不信が生み出されて行った。

　　　　　　　　　　このような状況を背景として起きたのが1837年の大塩平八郎の乱であり、この事件をきっかけにして下級武士や村方役人の中には体制変革の機運がわきあがった。　

　　　　　　　　　　本時は大塩の乱の背景を推理することから、この社会の状況を捉えさせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

18世紀から19世紀の社会状況

大塩平八郎の乱

腐敗した役人の状況

まとめ
資料を見て人々の苦しい生活の様をつかむ

資料を見て、問いにそって事件の概要をつかむ。

各自の考えをノートに書く

班で討論する

班の討論の結果を発表する

資料を見て自分たちの推理の是非を判断する

各自の考えをノートに書く

各自の考えを発表する

まとめの問題で本時の学習をつかむ
資料集ｐ106百姓一揆・打ち壊し・人口のグラフを提示

資料①「大塩平八郎の乱」を提示

飢饉・一揆という状況と役所・豪商との関連を推理させる

資料②「腐敗した役人」を提示

「国学」を想起させる

※世直しを提示する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　大日本帝国の成立②　「迫り来る黒船」

１．本時の目標　①18世紀末から欧米諸国が日本にたびたび開国・通商を要求していたことを知る。

　　　　　　　　②幕府がこれを断り、異国船を打ち払うことを決め、諸藩に西洋式武器を作り戦争にそなえるように命令した事が、危機意識・世直し意識を高めたことをつかむ。

２．本時の指導観　　18世紀末以来、隣国のロシアや世界征服に乗り出していたイギリス、そして中国に進出しようとしていたアメリカは、たびたび使いを送って開国・通商を要求していた。欧米諸国は競って海外に進出し、貿易を独占しようと争い始めていたのである。そしてこの争いは1808年の長崎港内でのイギリスとオランダの交戦という形で、日本にも飛び火し、危機を感じた幕府は開国・通商の要求を拒むとともに、1825年には異国船打ち払い令を出し、異国船に備えて各藩が防備を固めるように指示した。この措置は各藩の藩政改革を引き起こし、蘭学の普及と西洋式戦争術の普及ともに、世界の情勢に対する関心と危機感とを引き起こし、「世直し」の機運もあいまって、日本を変えねばという意識を強く呼び覚ました。　

　　　　　　　　　　本時は迫り来る黒船に対して幕府や諸藩がどう対応したかを学ぶ事を通じて、人々の危機意識と国をかえねばという意識が高まったことをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習18・19世紀とは

幕府の対応

まとめ


前時の学習を思い出し、危機の時代であったことを確認する。

資料を読み、外国船がしきりに来航し開国を要求していたことを知る。

自分の考えをノートに書く

各班で討論する

各班の考えを発表する

資料を読み、各地で政治の改革と欧米に対する知識が広まったことを知る。

自分の考えをノートに書く。

各自の考えを発表する

ノートの問いで学習の内容を確認
資料③「迫り来る黒船」を提示

そう考えた理由も含めて考えさせる

資料④「幕府・諸藩の政治改革」を提示

※危機意識（侵略・世直し）に注目させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立③　　阿片戦争の衝撃

１．本時の目標　①阿片戦争の経過と結果を学び、中国が敗北した原因を考える。

　　　　　　　　②日本の憧れであった中国が敗北したことが、武士や庶民にどんな影響を与えたかを考える。

２．本時の指導観　　18世紀末以来の黒船の来航は、幕府や諸藩・そして武士や庶民に危機意識とともに「世直し」の気運を生み出していた。しかし1840年のアヘン戦争の衝撃は、それ以上のものであった。なぜならば日本の知識人にとって中国とは偉大な文化の源であり、そこが西欧に敗北するとは考えられなかったからである。世界情勢に詳しいものでも欧米は日本をまず侵略して拠点としその後に中国侵略に向かうと予想していたからである。別段オランダ風説書きによる中国の敗戦の状況は想像を絶するものであり、彼我の軍事力の差は歴然としたものであった。

　　　　　　　　　　この結果、国論は二分され、「開国論」「鎖国論」とが激しく対立することとなる。

　　　　　　　　　　しかし中国の敗北の原因はそれだけではなかった。中国は異民族満州族の支配化にあり、清王朝の支配者は漢民族が世界に目覚め武装することを恐れたため、日本のように蘭学を学び、武装を強化し、国論を統一できなかったのである。

　　　　　　　　　　本時は、阿片戦争の原因・経過・敗北の状況を知ることにより、中国が敗北した原因を推理するとともに、その敗北が日本に与えた影響を考えさせていきたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

前時の復習

阿片戦争の経過

日本への影響を考える

まとめ
ノートにより、西欧の技術を学ぶことが進んでいたことを確認する。

阿片戦争の具体的な姿をつかむ。

自分の考えをノートにまとめる

班で討論する

各班の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

まとめ問題で阿片戦争の影響をつかむ
ノートの復習問題を提示

資料⑤「阿片戦争」を提示する

※①イギリスの開国要求はかなり前から行われていたこと

· ②中国はイギリスなど問題にしていなかったこと

· ③中国は満州族の支配化にあったことに着目させる

　

※ここは予測に止める



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　大日本帝国の成立④　「開国か攘夷か」

１．本時の目標　①ペリーの開国要求に対して、幕府が大名に意見を求めたところ、大名は「開国派」「戦争回避派」「攘夷派」の３派に分かれたことを知る。

　　　　　　　　②自分がこの時代にいたら、どの意見に賛成かを考える。

２．本時の指導観　　アヘン戦争での清の敗北に揺れる日本に、1853年アメリカのペリー艦隊が浦賀に現れ、幕府に開国を要求した。対応に苦慮した幕府は諸大名や幕臣に意見を求めたが、国論は３分した。

　　　　　　　　　　長州藩や土佐藩は、アヘン戦争の経験から「通商を拒否し攘夷を決行する」意見を述べ、例を引いて、日本は勝てると主張した。また佐倉藩や津藩など蘭学の盛んな藩は、通商は世界の大勢であるから日本のみこれを拒否できないことや、アヘン戦争の経験から敗戦後に通商をすると不利であり、諸外国には通商で利益をあげて武備を整えた国もあるので「積極的に通商をする」意見を述べた。

　　　　　　　　　　しかし大勢は、薩摩藩の意見のように当面は戦争をさけ、解答を引き延ばす中で日本の武備を備えるべきだとの「戦争回避」派であった。

　　　　　　　　　　本時はこの３派の意見を検討し、自分ならどれにつくかを評価し、次の時間の討論に備える。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

アヘン戦争での清の敗北の原因を確認

ペリー来航とアメリカの通商要求

どう対応するか

次の時間の準備
「武器・技術の差」と当時の人は考えたことを確認する。

資料を読み、アメリカが何を要求しているかを確認する

資料を読み、３つの意見がどう違うかをつかむ

ノートに自分の考えを書く

各自の意見を発表する。

他の人の意見を参考に、再度自分の意見をまとめる
ノート復習問題を提示

教科書ｐ178　１行～15行を提示

資料⑥「大名の意見」を提示し幕府は回答にあたり諸大名に意見を求めたことを補足

※賛成意見および反対意見を何人か発表するようしむける



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　大日本帝国の成立⑤　討論「開国か攘夷か」

１．本時の目標　①大名会議の３つの意見の特色をつかみ、自分ならどの意見かを考えて、討論に参加し、討論を通じて、この時期に課題となっていたことをつかむ。

　　　　　　　　②クラスの討論の結果と実際の結果を比較し、この時代の人々の考え方を知る。

２．本時の指導観　　大名会議の３つの意見のうち、「攘夷派」の意見はヨーロッパと日本の武力の差を全く考慮しない精神主義である。これは危機に際しての「神国」意識と、この間の蘭学を通じて得た知識を過信した結果であった。また「戦争回避派」の意見も力の差があることは知っていても、武器の差に単純化しており、その武器を有効に使える社会体制（限定的には軍隊の性格）の問題を認識しておらず、旧来の社会体制の変革を視野に入れていない。これは旧体制を維持したまま新しい状況に対応しようとする現状維持の判断にすぎず、アメリカの武力と強行姿勢の前に屈服する運命にあった。大名会議の多数派が「戦争回避派」であり、もっとも進んだ開国派が少数派であったことが大名会議の限界を明示している。

　　　　　　　　　　本時は、前時の各自の判断に基づいて討論することで、それぞれの意見の性格と限界をつかみとり、討論結果と実際の会議の結果の差から、当時の人々の考え方をつかませていきたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

３つの派の意見の特色を確認

実際の討論結果と比べる
ノートの問題にそって分析し各派の意見の違いや根拠を確認する

各班で討論する。

各班の討論の結果を発表する

班の討論の結果を参考に、討論を深める。

結果の違いの意味を考える
ノートの復習問題を提示

※「攘夷派」や「戦争回避派」の限界とその性格について注目させる

実際の討論結果を提示する（口頭にて）

※実際には「戦争回避」派が多数を占めたことは、大名は現状維持しか考えていないことに着目させる。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
　大日本帝国の成立⑥　　　　失敗した攘夷
１．本時の目標　①幕府は攘夷の意見を無視して開国し、開港場を全て幕府領に限定し、貿易の利益の独占を図ったことを知る。
　　　　　　　　②薩摩・長州の両藩が、攘夷戦争の敗北後開国に転じた理由を考えることを通じて、攘夷論が敗戦により、「開国→将来の攘夷に備える」へと変化したことをつかむ。
２．本時の指導観

　　1854年やむなく日米和親条約を結んだ幕府は、1858年にはアメリカから通商条約の締結を迫られた。幕府は朝廷に条約締結の勅許をえることで反対派（攘夷派など）を押さえこもうとしたが天皇に反対されて勅許をえないまま通商条約を結んでしまった。この結果攘夷派は幕府の政策の誹をならし、天皇を擁して幕府に攘夷決行をせまり、1863年には下関海峡を封鎖し、諸外国と先端を開いてしまった。しかし４カ国連合艦隊の猛攻の前に屈服を余儀なくされ、同時期に行われた薩摩とイギリスの戦争で薩摩が破れたこととあいまち、攘夷派は屈服し、諸外国と和平を結び、下関と鹿児島で自由な貿易をすることをも認めた。このことは攘夷が完全に時代錯誤であったことを明らかにするとともに、幕府が開国・貿易の利益を独占しようとしたことも完全に崩壊したことを示している。本時はその経過を学び，攘夷派が開国に転じた意味を考えることを通じて、その背景を考えて行きたい。。
　３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

開国への過程を知る

尊王攘夷運動の展開

まとめ
ノートの問いに答えることを通じて幕府は自由貿易の利益の独占を図ったことをつかむ。
資料を読み、天皇をかつぐ攘夷派が西洋式武器をもって英・米・仏などと戦って破れ、開国に転じたことをつかむ。

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する
ノートの問いに答えてまとめる
教科書ｐ178・179を読ませる

※開港場がすべて幕府領であることに着目させる

※開国が天皇の命令をも無視したものであったことを補足する

資料⑦「実行された攘夷」を提示

☆すでに長州はイギリスへ留学生を送り、戦争後薩摩もイギリスへ留学生を送ったことを補足する。

４本時の評価
関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑦　「国民皆兵」

１．本時の目標　①欧米を見学した日本人が「国民皆兵」の制度に驚いたことを知る。

　　　　　　　　②その制度と当時の日本の違いを考え、あわせて「国民皆兵」制度の意味を考える。

　　　　　　　　③「国民皆兵」の背後には市民革命という現実があったことをつかむ。

２．本時の指導観　　江戸時代末に欧米を見学した日本人、とりわけ1862年にイギリスを見学した伊藤俊輔はイギリスの兵営を見学し、「士農工商」の身分に関らず男は全員兵士であることに驚愕した。江戸時代の日本人にとって戦争とは武士のことだったからである。そしてこの驚きが後の長州奇兵隊の編成につながり、明治維新の兵制改革につながる近代国家日本の重要な一制度となったのである。

　　　　　　　　　　本時は「国民皆兵」制度の意味を、当時の日本の軍制と比較することを通じてつかむとともに、ヨーロッパにおいて「国民皆兵」制が定着するには、フランス革命とフランスのナポレオン戦争という絶対王政から国民国家への市民革命という出来事が背景にあったことをつかまえさせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

留学生が何を学んだか

国民皆兵の起源

まとめ
ノートの問いに答えていく中で時代の性格をつかむ

資料を読み、伊藤が「国民皆兵」の制度に驚いたことをつかむ

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み、国民皆兵の起源がフランスの市民革命にあることをつかむ

ノートの問題の答えを考えまとめる
復習問題の提示

資料⑧「イギリスの兵営」を提示

※江戸の軍制は武士のみであったことに気づかせる

※兵士の数が多く「愛国心」で固められた強大な軍ができることに気付かせる。

資料⑨「国民皆兵」の起源を提示

教科書ｐ158・159を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑧　「工場制機械工業」

１．本時の目標　①欧米を見学した日本人が「工場制機械工業」の制度に驚いたことを知る。

　　　　　　　　②その制度と当時の日本の違いを考え、あわせて「工場制機械工業」制度の意味を考える。

　　　　　　　　③「工場制機械工業」の背景には産業革命という大規模な社会の変革という現実があったことをつかむ。

２．本時の指導観　　江戸時代末に欧米を見学した日本人、とりわけ1862年にイギリスを見学した伊藤俊輔はイギリスの軍需工業を見学し、それが人の手ではなく機械で動いていることに驚愕した。江戸時代の日本人にとって物を作るとは人間がするものであったからである。そしてこの驚きが後の明治維新の殖産興業政策につながる近代国家日本の重要な一制度となったのである。

　　　　　　　　　　本時は「工場制機械工業」制度の意味を、当時の日本の工業と比較することを通じてつかみ、ヨーロッパにおいて「工場制機械工業」が定着するには、産業革命という社会制度の根本的な変革という出来事が背景にあったことをつかまえさせ、優れた技術の背後には優れた社会制度があったことをつかまえさせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

留学生が何を学んだか

工場制機械工業の背景

まとめ
ノートの問いに答えていく中でヨーロッパの優れた軍制の意味をとらえる

資料を読み、伊藤が「工場制機械工業」の制度に驚いたことをつかむ

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み、工場制機械工業の背景には職業選択の自由を基礎とした産業革命があることをつかむ

ノートの問題の答えを考えまとめる
復習問題の提示

資料⑩「イギリスの工場」を提示

教科書ｐ150・160の絵を比較

※江戸の工場は人力であったたことに気づかせる

※大量生産が可能であり安いことに注目させる

教科書ｐ162・163を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑨　「議会制民主主義」

１．本時の目標　①欧米を見学した日本人が「議会制民衆主義」の制度に驚いたことを知る。

　　　　　　　　②その制度と当時の日本の違いを考え、あわせて「議会制民衆主義」制度の意味を考える。

　　　　　　　　③「議会制民衆主義」の背景には市民革命という大規模な政治の変革という現実があったことをつかむ。

２．本時の指導観　　江戸時代末に欧米を見学した日本人の多くは工場と兵営の見学を中心とし議会の見学は形式的だった。その心情は1860年にアメリカを見学した幕府使節が議会の討論を「魚河岸」のせりとしか捉えられなかったことによくあらわされている。しかし、同じアメリカの議会や社会を見学しても下級武士はちがう感想を持った。幕府使節の下僕であった福沢諭吉らは、この国の「平等」の考え方に驚き、そこに未来を見たのである。

　　　　　　　　　　本時は「議会制民主主義」制度の意味を、当時の日本の政治制度と比較すること通じてつかみ、ヨーロッパにおいて「議会制民主主義」が定着するには、市民革命という政治制度の根本的な変革という出来事が背景にあったことをつかまえさせ、３時間のまとめとして優れた技術の背後には優れた社会制度・政治制度があったことをつかまえさせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

遣米使節が何を見たか

議会制民主主義の成立


ノートの問いに答えていく中でヨーロッパの産業革命の意味をとらえる

資料を読み、議会の存在や選挙に驚いたことをつかむ。

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み、議会制民主主義は封建制を打ち破る市民革命の中でできたことをつかむ。
復習問題の提示

資料⑪「遣米使節が見たアメリカ」を提示

※江戸の政治は武士、それも上級武士の一部が行っていたことにきづかせる

※政治が皆のものになることに気付かせる

教科書ｐ155「イギリスの革命と議会」を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑩　「明治維新①」

１．本時の目標　①攘夷派が開国派になるとともに彼らは倒幕へと目標をかえ、倒幕・新政府の成立・廃藩置県へと進んだことを知る。

　　　　　　　　②なぜ倒幕・廃藩置県が必要だったのかを考え、それが国民皆兵制や工場制機械工業を植え付けるための封建制度・身分制度の廃止であったことをつかむ。

２．本時の指導観　　攘夷派の長州藩が開国にかわり倒幕へと目標をかえるや、先に、公武合体・大名会議の構想がやぶれて倒幕を意識していた薩摩藩はこれに接近し、倒幕のための同盟を結んだ。そして天皇をかついで王政復古のクーデターを起こし、それに従わない徳川氏を討つという形で多くの藩をだきこみ、倒幕へと突き進んだ。

　　　　　　　　　　明治新政府は当初は各地の統治を大名にまかせ、政府は大名会議と天皇側近という形でのぞんだが、1871年突如軍隊を首都東京にあつめ、廃藩置県を断行し、これに伴い役人としての武士身分は廃止された。そしてこの体制を基礎に、徴兵制の制定や殖産興業政策の推進・学制の発布と矢継ぎ早に近代化政策を進め、その財源の確保のために江戸時代より厳しい税制を敷いた（地租改正）。

　　　　　　　　　　本時はなぜ倒幕・廃藩置県・武士身分の廃止へと進んだのかを考えることで明治維新の意味をつかまえ、その体制を基礎にさまざまな近代化政策が実行されたことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

攘夷から倒幕へ

明治維新と廃藩置県

日本の近代化の課程

まとめ
教科書を参考に問いに答えることで倒幕までの経過をつかむ。

資料を読み、新しい政府が出来たが、諸改革に藩の抵抗が強く、新政府は廃藩置県を断行して権力を集中し身分制度を廃止したことをつかむ。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み、国民皆兵の軍隊・機械制大工業の成立の過程とそのための税制改革の過程をつかむ。

問題をとき今日の授業内容をつかむ
教科書ｐ183王政復古と戊辰戦争を提示

資料⑫「明治維新と廃藩置県」を提示

※藩が何に反対していたかに注目させる。

教科書ｐ188「徴兵令と士族」ｐ190「地租改正」「殖産興業」を提示

ノートのまとめを提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑪　「明治維新②」

１．本時の目標　①士族の一部が反乱したことを知り、その理由を考える。

　　　　　　　　②士族反乱が広がらずに敗北した原因を考え、武士の多くにとっても身分制度の廃止は喜ばれたものであったことをつかむ。

２．本時の指導観　

　　明治維新は武士の力によって実現したにも関わらず、廃藩置県・身分制の廃止・国民皆兵制に導入へと進まざるを得なかった。これはこの革命の時代的性格が、日本を近代的な国民国家に改造することをその客観的任務にしていたからである。したがってその主体の意識の程度に反してでも廃藩置県・身分制の廃止・国民皆兵制の導入は実行されねば成らなず、西南戦争に帰結する士族反乱は必然であったのである。だがこの士族反乱は薩摩・肥後・長州の一部にとどまり、1877年の西南戦争の終結によって完全に鎮圧された。この原因は武士層にとって、明治維新の改革がかならずしも意にそぐわないものではなかったからである。大部分の下級士族にとって武士としての俸禄ではすでに生活できず、他に仕事をもつのは当然であった。しかし身分制は彼らが自由に転職し才能を発揮することを許さなかった。福沢諭吉の学問のすすめにあるように、身分制の廃止は彼らの多くにとって立身出世のチャンスであったのである。

　　本時は士族反乱の背景と敗北の原因を考えることを通じて、身分制廃止の意味をつかませていきたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

士族反乱

まとめ
ノートの問いに答えることで廃藩置県・身分制廃止の過程をつかむ。

資料を読み、長州・薩摩の一部の武士が政府に反乱したことをつかむ。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

問いに答え、今日の授業内容を確認する
ノートの復習問題を提示

資料⑬「士族反乱」を提示

★反乱が広がっていないことに注目させる

※身分制の廃止は大部分の下級武士にとってチャンスであることに気づかせる。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑫　「明治維新③」

１．本時の目標　①国会開設を求める運動がおこり農民・町人の間に広がったたことを知り、その理由を考え、庶民にとっても身分制の廃止は新しい世の誕生として積極的に受けとめられていたことをつかむ。

　　　　　　　　②この運動の結果、アジアで初めて憲法を持ち、議会制民主主義にたつ国ができたことをつかむ。

２．本時の指導観　

　　1874年、武士たちの特権維持の方策として始まった国会開設運動は、創始者たちの思惑を超えて、都市の商工業者や農村の地主・農民の間に爆発的に広がっていった。やがてこの運動は1880年の国会期成同盟の結成と、総数30万人に上る国会請願署名を集めた。しかもこれは政府が署名者は戸主に限るとか政治活動に学生・公務員・女性の参加不可という制限をつけた中での成果であるから、この運動は国民的広がりを持っていた。そしてこの広がりが政府をして国会開設と憲法制定に動かしめた原動力である。

　　本時は国会開設運動が町人・農民に広がった背景を考えることを通じて、身分制の廃止がこの人々にどう受けとめられていたのかをつかむとともに、その結果アジアではじめて議会制民主主義にたつ国家が誕生したことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

国会設立の建白書

自由民権運動の広がり

憲法制定と議会の開設


ノートの問いに答えることで身分制廃止の意味をつかむ

資料を読み、建白書が何を批判しどんな理由により何を要求しているのかをつかむ。

資料を読み運動が都市の商工業者や農民に広がったことをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

教科書を読み、憲法の内容や議会の性格・権利について確認する。
ノートの復習問題を提示

資料集ｐ133「民選議院設立建白書」

資料⑭「国会開設の運動」を提示

★身分制の廃止が庶民にとって新しい世の中の到来ととらえられていたことに着目させる

教科書ｐ202～204を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑬　「明治維新④」

１．本時の目標　①国会開設運動の結果をまとめ、明治維新の改革が人々にどんな可能性を与えたかをまとめる。

　　　　　　　　②被差別部落・アイヌ・沖縄のことを学び、改革の成果からはずされ生活の基盤をも奪われた人々がいたことをつかむ。

２．本時の指導観　

　　明治維新は結果としてアジアで最初の立憲政体をもつ国を生み出した。主権は天皇にあり、さまざまな制限があったことは確かだが、職業選択の自由や政治参加の自由が得られ、欧米の産業や文化の移植ともあいまって、人々に大きな可能性を与えたことも事実である。

　　しかし明治維新は現在に残る問題を生み出したことも事実である。えた・非人とよばれた人々は身分が廃止されるとともに特権的な仕事が奪われ、かえって差別が広がったことにより、生活が脅かされた。また蝦夷地が産業の拠点として期待され開発が行われたことで、アイヌの人々は狩・採集・交易の権利を奪われ、生活の基盤をとられてしまった。さらに領土の確定をめざす政府の動きにより、琉球は住民の抵抗にも関わらず、軍隊の力で征服され、日本国内で差別される基礎が築かれてしまった。また女性の職業への進出は図られたがその権利はかなり制限されていた。

　　本時は、明治維新全体をまとめ、その意義を確認するとともに、そこで生み出された負の遺産のうち、国内に生み出された諸問題の概略をつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習（国会開設と立憲政治の成立）

明治維新まとめ

明治維新で不利益を得た人々


ノートの問いに答えることで国会開設・立憲制の意味をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読んで「差別の拡大」がなされたことを確認する


ノートの復習問題を提示

· 職業選択の自由・政治参加の自由は大きな可能性を人々（とくに庶民）に与えたことをつかませる。

· 女性は除外されていることに注目させる

· 教科書ｐ189・191・195を提示

· 特権の廃止・生業の禁止・江戸時代のままの産業がこの人々の生活を脅かしたことを補足する。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑭　「日本侵略」はあったのか？

１．本時の目標　①明治維新の背景には、欧米列強による日本侵略・植民地化の恐れがあると人々が考えていた事があることをつかむ。

　　　　　　　　②当時の諸事件の検討を通じて、この恐れは杞憂であったことをつかむ。

２．本時の指導観　

　　明治維新はアヘン戦争での中国の敗北を切っ掛けとした欧米列強のアジア進出・植民地化への対応という側面が強い。だが果たして日本が植民地化される危険があったのか。

　　ヨーロッパの列強諸国は互いに反目しあっており、とりわけ中国をめぐっては争っていた。そして1851年から続いた太平天国の乱に直面したイギリスは、武力によるアジア征服の成功に疑問を持ち、ロシアやフランスに対抗し中国を攻めるための同盟国をアジアに求めはじめた。薩英戦争・下関戦争を経て天皇の下での新しい統一日本にその同盟国を見たイギリスは、対馬を占拠しようとしたロシアを脅し、薩長対幕府の戦争に介入し日本国内に租借地の確保をもくろむフランスを脅し、朝廷による日本統一・明治維新に積極的に力を貸したのであった。この意味で欧米列強の植民地化の危機はすでに去っていたのであり、これが明治維新を成功させる国際的背景となっていた。

　　本時は幕末の上記の2つの事件を検討し、イギリスの政策の変化とその根拠となった太平天国の乱の事実をつかませ、植民地化の危機はさっていたことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習（明治維新の動機）

植民地になる危険はあったのか？

まとめ
ノートの問いに答えることで明治維新の動機をつかむ

資料を読み、イギリスがロシア・フランスの邪魔をし明治維新を助けていることをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み、この事件によってイギリスは中国の植民地化に手を焼き日本を侵略する余力がなくなっていたことをつかむ。

ノートの問いに答えて今日の授業をまとめる


ノートの復習問題を提示

教科書ｐ168の地図を提示し中国をめぐっては御互い敵であることに気付かせる。

資料⑮幕末におけるイギリスの行動を提示

· 資料集ｐ117の太平天国の乱を提示

※1902年の日英同盟の事実を説明する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

大日本帝国の成立⑮　これで良かったのか？

１．本時の目標　①明治維新の改革を振りかえり、明治維新に良い所悪いところを考える。

　　　　　　　　②良い所悪いところを踏まえ、明治維新に賛成か反対を決める。

２．本時の指導観　

　　明治維新は欧米列強のアジア進出・植民地化への対応という側面が強く、短期間にヨーロッパを模した大規模な国家改造が為された。そして職業選択の自由や政治参加の自由を持ち、天皇の行動すら憲法で規制できる、国民の代表が政治に参画できる国が出来あがった。

　　明治国家は民衆に豊かな暮らしと立身出世を可能にしたが、反面差別やいろいろな問題を生み出してもいた。男性とは同じ権利を与えられなかった女性・身分制の解体によって特権的職業を奪われた被差別部落の人々・そして北海道開拓によって生活の基盤を奪われたアイヌの人々やむりやり軍隊の力で征服され日本に統合された琉球の人々。後に残された問題は数多い。

　　本時は今までの知識をまとめながら、明治維新の良い所悪い所を考えることを通じて、この改革の多面的性格をつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習（明治維新の改革）


ノートの問いに答えることで明治維新の改革の全容をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する


ノートの復習問題を提示

※残された改革の課題と問題点を整理する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　　　なぜ大塩たちは町奉行所や大商人の店を襲ったのだろう？





①この改革で大きな利益を得たのはだれだろう？


②この改革で不利益を得たのはだれだろう？





「機械制工業」は「手工業」よりどこが優れているか？。





君が当時の大名ならどの意見に賛成か？





なぜ町人や農民は国会開設の運動に参加したのだろう？





中国がイギリスに敗北した原因は何だろう？





この制度は、江戸時代の日本の制度とどうちがうか？








なぜ武士たちの反乱は広がらなかったのだろうか？


のだろうか？。





「国民皆兵制」は武士だけの兵士よりどこが優れているか？。





　　阿片戦争での中国の敗北を日本人はどう受けとめただろう？





この状況を見て、下級武士や庶民の間に、どんな考えが広がるだろう？





攘夷派はなぜ開国に転じたのだろう？





　幕府は諸外国の開国要求に対してどんな態度をとっただろう？





なぜ倒幕・廃藩置県・身分制の廃止が必要だったのだろうか？。





この制度は、江戸時代の日本の制度とどうちがうか？








君がこの時代に生きていたらどの意見に賛成か？





なぜこの武士たちは政府に反乱したのだろうか？。





「議会制民主主義」は「封建制度」よりどこが優れているか？。





この制度は、江戸時代の日本の制度とどうちがうか？








このことは武士や庶民にどんな考えを広めただろう？





イギリスはなぜロシアやフランスの動きを邪魔し天皇による日本統一を助けたのか？





明治維新の改革の良い所・悪いところはなんだろう？。





君は明治維新の改革に賛成か反対か？








